
　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい
たします。受講用URLは後日お送りいたしま
す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的
にお受けしておりませんので、ご都合により出
席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 251070 

 

◆日時：2025年10月08日（水） 13:00～16:00

◆【アーカイブ配信：10月9日（木）～10月22日（水）（何度でも受講可能）】

◆受講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy

□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

PFAS規制の最新動向と企業がとるべき実務対応策

●講師 : 　牛島総合法律事務所　パートナー弁護士　猿倉 健司　氏

セミナーURLはこちら→　https://www.rdsc.co.jp/seminar/251070 

『PFAS』セミナー申込書＜■ＬＩＶＥ　■アーカイブ＞ ※いずれかにチェックしてください

【講演の趣旨】 

【プログラム】 

PFAS（PFOA、PFOS等の有機フッ素化合物）は、人の健康に与える有害性から、全世界的に製造、輸入、使用等を規制する流れが加速しています。アメ
リカやEUをはじめとして海外での規制が先行し、その汚染により極めて巨額の賠償責任が認められる実例もあります。日本でも既に一部の法律で製造・
輸入等の規制がなされていますが、その後も水道水の水質基準が定められるなど新たな法規制の動きがあり、PFASに関する規制が今後もさらに強化さ
れていくことは避けられません。
本セミナーでは、PFASについての国内外の規制について概説した上で、工場敷地内の土壌・地下水からPFAS汚染が発覚した場合や、企業が取り扱う
輸入・製造製品からPFASの含有が発覚した場合などの法的リスクや実務対応の留意点、その他、実務上よく問題となるポイントを解説します。

1.    PFASとは
　1-1.    特性（環境・健康への影響）
　1-2.    用途（PFAS依存）

2. 国内外におけるPFAS規制の動向
　2-1. 海外の規制動向
　　(1)    POPs条約（ストックホルム条約）
　　(2)    EU（REACH規則）　　      (3)    アメリカ（TSCA規制）

　2-2. 国内の規制動向
　　(1)    環境基本法　　　　　　　　(2)    化審法（化学物質規制）
　　(3)    水道法　　　　　　　　　　　(4)    水質汚濁防止法
　　(5)    その他　

3. 実務上PFASが問題となるケース
　3-1. 敷地内や工場排水からPFASが検出されたケース
　　(1)    法的リスク（不法行為責任、水質汚濁防止法上の責任）
　　(2)    行政対応・住民説明会のポイント
　　(3)    土地取得譲渡時の留意点

　3-2. 取扱製品からPFASが発見されたケース
　　(1)    法的リスク（製造物責任、不正競争防止法上の責任、契約不適合責任）
　　(2)    行政対応のポイント
　　(3)    製品取引時の留意点

～国内外の法規制、含有製品管理、法務リスクへの備え

【習得できる知識】 

あらゆる製品に使用されているPFASに関する規制の最新動向が理解できる
企業や自治体の担当者が留意しておくべき法的リスクや実務対応方法が理解できる

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

会員（案内）登録していただいた場合、通常1名様申込で49,500円（税込）から

　・1名で申込の場合、46,200円（税込）へ割引になります。
　・2名同時申込で両名とも会員登録をしていただいた場合、計49,500円（2人目無料）です。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。


